
　
寒
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
”
暖
冬
・
暖
冬
”
だ
と
言

わ
れ
て
い
た
も
の
の
、
本
来
の

冬
に
戻
り
初
雪
、
結
氷
が
見
ら

れ
な
ど
の
便
り
が
届
い
て
き
て

い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
最
初
の
発
行
と

な
り
ま
す
「
週
刊
芸
術
新
聞
」

は
、
寒
さ
に
め
げ
ず
発
行
回
数

を
重
ね
る
ご
と
に
部
数
が
”
う

な
ぎ
の
ぼ
り
”
の
勢
い
で
伸

び
、
念
頭
の
ご
挨
拶
と
し
て
、

関
係
者
・
一
般
読
者
の
皆
様
方

に
、
編
集
部
一
同
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
美
術
館
・
博
物
館
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
入
場
人
口
も
増
え
、
落

ち
着
い
た
社
会
現
象
と
見
ら
れ

て
い
ま
す
。
編
集
部
に
も
一
般

読
者
か
ら
多
く
の
メ
ー
ル
を
頂

き
、
”
も
っ
と
地
方
の
知
名
度

が
低
い
が
侮
れ
な
い
作
品
が
展

示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
取
材
を

し
て
掲
載
し
て
欲
し
い
”
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
ご
要
望
に
そ
っ
た
紙
面

づ
く
り
を
心
が
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
も
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
内
容
の
濃
い

紙
面
制
作
を
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
■
１
月
16

日

（
土
）
～
３
月
13

日
（
日
）
　
中
村
屋
サ
ロ
ン
美

術
館
　
展
示
室
１
・
２
（
東
京

都
新
宿
区
新
宿
3
丁
目
26
番
13

号

新
宿
中
村
屋
ビ
ル
3
階
）

　
T
E
L
０
３
－
５
３
６
２
－

７
５
０
８
　
一
般
３
０
０
円
　

高
校
生
以
下
無
料
　
毎
週
火
曜

日
休
館
（
火
曜
が
祝
祭
日
の
場

合
は
開
館
、
翌
日
休
館
）

今
で
は
世
界
有
数
の
大
繁
華
街

に
変
貌
し
た
“
新
宿
”
を
特
集

す
る
。
し
か
し
そ
の
昔
、
江
戸

時
代
は
「
四
谷
新
宿
馬
の
糞
」

と
言
わ
れ
、
甲
州
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
荷
馬
車
が
頻
繁
に
往

来
す
る
物
流
拠
点
と
し
て
成
り

立
っ
て
い
た
。

　
関
東
大
震
災
を
契
機
に
郊
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
よ

う
に
な
り
、
繁
華
街
へ
の
変
貌

を
遂
げ
、
大
き
な
都
市
・
新
宿

に
成
長
。
本
展
で
は
そ
の
移
り

ゆ
く
姿
を
、
新
宿
区
立
新
宿
歴

史
博
物
館
所
蔵
の
作
品
な
ど
約

80
点
で
紹
介
。

　
色
彩
豊
か

で
歴
史
的
記
録
資
料
と
し
て
の

価
値
も
高
い
堀
潔
の
水
彩
画
を

中
心
に
、
江
戸
の
浮
世
絵
、
織

田
一
磨
の
版
画
、
佐
伯
祐
三
の

油
彩
画
な
ど
を
合
わ
せ
、
江
戸

か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
新
宿
を

絵
画
で
辿
る
。
様
々
な
表
情
を

み
せ
る
新
宿
の
情
景
を
十
分
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
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次
号
は

　
１
月
28
日
発
行

浮
世
絵
・
水
彩
画
に
見
る

浮
世
絵
・
水
彩
画
に
見
る

新
宿
風
景
展

江
戸
か
ら
昭
和
ま
で

２
０
１
６
年
新
春
の
ご
挨
拶

メ
モ

おもしろ体験博物館
　 江戸民具街道

神奈川県足柄上郡中井町久所418
開館時間 10:00～17:00 月曜日休
電話　0466－81－5339

熱
海
湾
を
一
望
で

き
、眺
望
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
の
美
術
館

　
■
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
（

静
岡
県
熱
海
市
桃
山
町
26

―
２
）
　
電
話
０
５
５
７

（
８
４
）
２
５
１
１
　
一

般
１
６
０
０
円
　
高
大
生

８
０
０
円
　
中
学
生
以
下

無
料
　
65
歳
以
上
１
２
０

０
円
　
水
曜
日
休
館
（
た

だ
し
祝
日
は
開
館
）

　
■
Ｊ
Ｒ
熱
海
駅
下
車
／

４
番
バ
ス
乗
り
場
か
ら
Ｍ

Ｏ
Ａ
美
術
館
行
８
分

版
画
で
見
る
二
十

世
紀
展
　
ピ
カ
ソ

か
ら
ウ
ォ
ー
ホ
ル

ま
で
開
催
中
！

　
■
諸
橋
近
代
美
術
館

（
福
島
県
耶
麻
郡
北
塩

原
村
大
字
桧
原
字
剣
ヶ

峰
１
０
９
３
―
２
２
）

電
話
０
２
４
１
（
３
７
）

１
０
８
８
　
一
般
・
大

学
生
９
５
０
円
　
小
・

中
学
生
２
０
０
円
　
＊

毎
週
土
曜
日
は
小
・
中

学
生
無
料



　
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館

で
は
、
今
年
度
「
季
節
を
感
じ

て
　
―
中
川
一
政
の
春
夏
秋
冬

―
」
を
テ
ー
マ
に
年
４
回
に
分

け
て
中
川
一
政
が
描
い
た
四
季

を
紹
介
し
て
い
る
。

　
第
４
回
目
の
本
展
で
は
、
中

川
一
政
が
描
い
た
冬
の
風
景

や
、
冬
の
花
「
椿
」
、
冬
の
果

物
で
あ
る
蜜
柑
と
薔
薇
を
組
み

合
わ
せ
て
描
い
た
静
物
画
な
ど

を
特
集
し
て
い
る
。

　
ま
た
中
川
一
政
が
亡
く
な
る

２
ヶ
月
前
の
１
９
９
０
年
12
月

に
描
い
た
絶
筆「
静
物
　
薔
薇
」

も
併
せ
て
展
観
で
き
る
。

　
◆
１
月
４
日

（
月
）
～
３
月
29
日

（
火
）

　
真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館

（
神
奈
川
県
足
柄
下
郡
真
鶴
町

真
鶴
１
１
７
８
―
１
）
　
T
E

L
０
４
６
５
―
６
８
―
１
１
２

８
　
一
般
６
０
０
円
　
高
校
生

以
下
３
５
０
円
　
毎
週
水
曜
日

休
館
（
当
日
が
祝
日
の
場
合
は

開
館
）

　

L
I
X
I
L
ギ
ャ
ラ
リ
ー

企
画
「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
未

来
展
」
に
つ
い
て
L
I
X
I
L

ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
「
ク
リ
エ
イ

シ
ョ
ン
の
未
来
展
」
で
は
、
日

本
の
建
築
・
美
術
界
を
牽
引
す

る
４
人
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
清

水
敏
男
（
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
）
、
宮
田
亮
平
（
金
工
作

家
）
、
伊
東
豊
雄
（
建
築
家
）
、

隈
研
吾
（
建
築
家
）
を
監
修
者

に
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
３
ケ
月
ご

と
の
会
期
で
、
独
自
の
テ
ー
マ

で
現
在
進
行
形
の
考
え
を
具
現

化
し
た
展
覧
会
を
開
催
。

　
そ
の
第
二
期
（
木
彫
）
で
は
、

馬
や
羽
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
静

謐
で
思
索
的
な
世
界
を
つ
く
る

深
井
隆
氏
と
、
玉
眼
を
も
つ
猫

や
狐
、
幻
獣
を
し
な
や
か
で
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
に
表
現
す
る
土
屋

仁
応
氏
、
毛
並
が
波
型
に
隆
起

し
た
写
実
的
な
表
現
で
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
狼
な
ど
を
制
作
す
る

中
里
勇
太
氏
の
作
品
を
展
示
。

　
現
代
立
体
造
形
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感

覚
と
、
彼
ら
の
卓
越
し
た
技
術

に
よ
っ
て
現
出
す
る
「
い
き
も

の
た
ち
」
の
命
の
輝
き
は
観
る

者
を
捉
え
て
離
さ
な
い
で
し
ょ

う
。
　

　
◆
１
月
16

日

（
土
）

～

４
月

３
日
（
日
）

　
東
京
都
美
術
館
（
東
京
都
台

東
区
上
野
公
園
８
―
３
６
）
　

T
E
L
０
３
―
３
８
２
３
―
６

９
２
１
　
一
般
１
６
０
０
円
　

学
生
１
３
０
０
円
　
高
校
生
８

０
０
円
　
65
歳
以
上
１
０
０
０

円
　
月
曜
日
、
３
月
22
日
（
火
）

休
館
（
た
だ
し
３
月
21
日
（
月
・

休
）
、
28
日
（
月
）
は
開
室
）

　
日
本
初
の
大
規
模
な
「
ポ
ッ

テ
ィ
チ
ェ
リ
展
」
が
開
幕
。
日

伊
国
交
樹
立
１
５
０
周
年
に
あ

た
る
、
２
０
１
６
年
も
「
日
本

に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
年
」
の
皮

切
り
展
覧
会
と
な
る
。
　

　
サ
ン
ド
ロ
・
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ

リ
（
１
４
４
４
／
４
５
―
１
５

１
０
）
は
、
優
雅
で
美
し
い
聖

母
や
神
話
の
女
神
を
描
い
た
画

家
と
し
て
知
ら
れ
る
。
そ
の
作

品
は
多
く
が
板
に
描
か
れ
、
き

わ
め
て
繊
細
で
あ
る
た
め
、
ま

と
ま
っ
た
数
の
来
日
は
こ
れ
ま

で
に
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
日

伊
国
交
樹
立
１
５
０
周
年
記
念

と
し
て
実
現
す
る
本
展
は
、
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
は
じ
め
世
界
各

地
か
ら
20
点
以
上
も
の
ボ
ッ
テ

ィ
チ
ェ
リ
作
品
を
集
め
、
そ
の

画
業
を
一
望
す
る
大
回
顧
展
と

な
っ
て
い
る
。

　
フ
ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
の
工

房
で
修
業
を
積
み
、
生
涯
の
ほ

と
ん
ど
を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
過

ご
し
た
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
は
、

メ
デ
ィ
チ
家
の
画
家
と
し
て
名

を
馳
せ
、
大
型
の
祭
壇
画
か
ら

私
的
な
神
話
画
ま
で
、
幅
広
い

主
題
の
絵
画
を
手
掛
け
し
た
。

同
時
代
の
芸
術
家
た
ち
が
、
遠

近
法
や
明
暗
法
を
駆
使
し
た
自

然
主
義
的
な
表
現
に
向
か
う
な

か
、
ボ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
は
中
世

美
術
を
思
わ
せ
る
装
飾
的
、
象

徴
的
な
様
式
を
貫
き
、
独
自
の

絵
画
世
界
を
作
り
上
げ
る
。
本

展
に
お
い
て
は
、
初
期
か
ら
晩

年
ま
で
の
宗
教
画
、
神
話
画
、

肖
像
画
を
通
し
て
、
ボ
ッ
テ
ィ

チ
ェ
リ
作
品
の
特
徴
と
魅
力
を

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
師
の
フ

ィ
リ
ッ
ポ
・
リ
ッ
ピ
や
弟
子
の

フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー
ノ
・
リ
ッ
ピ
の

作
品
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
、
15

世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る

絵
画
表
現
の
系
譜
を
た
ど
る
。

　
◆
１
月
15

日

（
金
）
～
２
月
23

日
（
火
）

　
L
I
X
I
L
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
東
京
都
中
央
区
京
橋
３
―
６

―
１
８

東
京
建
物
京
橋
ビ
ル

L
I
X
I
L
:
G
I
N
Z
A

２
Ｆ
）
　
T
E
L
０
３
―
５
２

５
０
―
６
５
３
０
　
無
料
　
水

曜
日
休
館
（
２
月
21
日
（
日
）

休
館
）
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メ
モ

第
４
回

テ
ー
マ
展
示

　
中
川
一
政
が
描
い
た
冬

真
鶴
町
立
中
川
一
政
美
術
館

「
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
未
来
展
」

　
　
　
　
　
第
６
回

宮
田
亮
平
監

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

「
い
き
も
の
た
ち
」
展

  LIXIL
ギャラリー

メ
モ

日
伊
国
交
樹
立
１
５
０
周
年
記
念

ポ
ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
展

東
京
都
美
術
館

メ
モ

　
■
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

（
千
葉
県
佐
倉
市
城
内
町
１

１
７
）
　
電
話
０
３
（
５
７

７
７
）
８
６
０
０
ハ
ロ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
　
一
般
４
２
０
円
、

高
校
・
大
学
生
２
５
０
円
、

中
学
生
以
下
無
料
　
月
曜
日

休
館
　

日
本
の
歴
史
・
文
化

の
流
れ
の
中
か
ら
論

点
を
絞
っ
た
テ
ー
マ

を
選
ん
で
の
展
示

　
■
静
岡
市
立
芹
沢
銈
介
美

術
館
（
静
岡
市
駿
河
区
登
呂

５
―
10
―
５
）
　
電
話
０
５

４
（
２
８
２
）
５
５
２
２
　

一
般
４
１
０
円
高
大
生
２
５

０
円
　
月
曜
日
休
館
　

着
物
、帯
、の
れ
ん
、

屏
風
、額
絵
、絵
本

な
ど
多
岐
に
わ
た
る

　
■
北
九
州
市
立
小
倉
城
庭

園
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
城

内
１
―
２
）
　
電
話
０
９
３

（
５
８
２
）
２
７
４
７
　
会

期
中
無
休
　

庭
園
ゾ
ー
ン

書
院
ゾ
ー
ン

体
験
ゾ
ー
ン

展
示
ゾ
ー
ン



　
本
展
で
は
、
60
点
の
作
品
を

通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
黄
金
時
代

と
当
時
活
躍
し
た
画
家
た
ち
を

紹
介
。
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
、
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
と
並
び
、
フ
ラ
ン
ス
・

ハ
ル
ス
、
ヤ
ン
・
ス
テ
ー
ン
、

ピ
ー
テ
ル
・
デ
・
ホ
ー
ホ
（
京

都
、
東
京
会
場
の
み
の
出
品
）

な
ど
、
黄
金
時
代
を
彩
っ
た
巨

匠
た
ち
の
作
品
に
よ
っ
て
、
当

時
の
文
化
と
人
々
の
生
活
が
目

の
前
に
よ
み
が
え
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
、
ロ
ン
ド
ン
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館

を
中
心
に
個
人
蔵
の
作
品
も
加

え
60
点
を
一
堂
に
展
示
。
中
で

も
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の

傑
作
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
《
水

差
し
を
持
つ
女
》
と
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
の
《
ベ
ロ
ー
ナ
》
は
日
本

初
公
開
作
品
と
な
る
の
で
、
貴

重
な
機
会
を
堪
能
で
き
そ
う
で

す
。
　

◆
１
月
14

日

（
木
）
～
３
月
31

日
（
木
）

　
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
東
京
都
港
区
六
本
木
６

―
10
―
１

六
本
木
ヒ
ル
ズ
森

タ
ワ
ー
52
F
）
　
T
E
L
０
３

―
５
７
７
７
―
８
６
０
０
（
ハ

ロ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
　
一
般
１
６

０
０
円
　
高
・
大
学
生
１
３
０

０
円
　
４
歳
～
中
学
生
６
０
０

円
　
１
月
19
日
（
火
）
休
館
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フ
ェ
ル
メ
ー
ル
と
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
と
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

17
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
黄
金
時
代
の
巨
匠
た
ち

森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー

日
本
初
公
開

　
　
作
品
も
含
む

メ
モ
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